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は じ め に 

 

地方独立行政法人長崎市立病院機構評価委員会は，地方独立行政法人法第３０条の規定に基づき、地方独立行政法人長崎市立病院機構

の第１期中期目標期間（平成２４年度から平成２７年度）における業務実績の全体について総合的に評価を実施した。 

評価に際しては、当委員会において決定した、「地方独立行政法人長崎市立病院機構評価委員会における評価の基本方針について」及

び「地方独立行政法人長崎市立病院機構 中期目標期間評価実施要領」に基づき評価を行った。 

 当委員会は、この評価結果により、計画に照らした法人の業務の進捗状況等が議会及び市民の皆様に分かりやすく示され、これによっ

て、法人の運営の公正、透明性の確保が図られるとともに、法人の業務の着実な進行管理、運営の更なる改善に役立てられるものとなる

ことを期待するものである。 

 

地方独立行政法人長崎市立病院機構評価委員会 委員名簿                 平成２８年７月１５日現在 

職     名 氏     名 

国立大学法人 長崎大学 経済学部 学部長 岡田 裕正 

一般社団法人 長崎市医師会 会長 小森 清和 

長崎商工会議所 副会頭 里 隆光（委員長） 

公益社団法人 長崎県看護協会 会長 副島 都志子 

国立大学法人 長崎大学 長崎大学病院 病院長 増﨑 英明 

特定非営利活動法人 おなかの赤ちゃんヘルプライン 代表理事 増本 小夜子 

税理士 吉田 國廣 
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第１項 全体評価 

１ 評価結果 

当委員会では、第１期中期目標期間に定める大項目ごとに、長崎市立病院

機構から提出された「第 1期中期目標期間 事業報告書」について、病院機

構の説明を受け、質疑ののち各委員の合議により業務実績の評価を行った。 

大項目評価の結果については、次の表に示し、評価内容については 9ペー

ジ以降に示すように、評価を決定した。 

この大項目評価の結果を踏まえ、第１期中期目標について、「財務内容に

関する目標及び新市立病院整備に関する目標のうちＥＲ型の救命救急セン

ターの設置などについては充分達成できなかったものの、診療機能の向上に

関する目標については一定の成果を上げている。」と評価する。 

 

<判断理由> 

第１期中期目標期間の４年間においては、地方独立行政法人の自主性を活

かし、中期目標の達成に向け、長崎みなとメディカルセンター市民病院及び

成人病センターが担うべき役割を、「救急医療」、「高度・急性期医療」、「小

児・周産期医療」及び「政策医療」の４つの柱とし、市民に対し安全・安心

な医療を提供するため、人材の適正な配置、環境の整備などを着実に進めた

ことにより、医療の質や患者サービスの向上が図られた。 

新市立病院の整備については、平成 26 年 2 月に第Ⅰ期棟が開院し、平成

28年3月の第Ⅱ期棟の運用開始に伴い長崎みなとメディカルセンター市民病

院と成人病センターを統合し、513 床を有する免震構造やヘリポートなどを

備えた高度・急性期病院としてハード面での機能向上も果たしている。しか

しながら、駐車場棟については、建設予定地に雨水渠が埋設されていたこと

から、完成時期が平成２７年度から平成２８年度に変更となり、第１期中期

目標期間中の供用開始に至っていない。 

財務状況については、市民病院との統合を予定していた成人病センターに

おいては、業務の縮小に伴う患者数の減などの影響で、第１期中期目標期間

中において、赤字となっている。 

一方、市民病院の財務状況については、増収対策や費用削減対策を実施し、

年度ごとの医業収益は向上しているものの、平成２８年７月の５１３床の病

院としての全面開院に向け、医師や看護師を先行的に配置したことによる人

件費の増大、新市立病院の建設における土壌汚染対策の実施及び駐車場棟の

工期の延長などの予定外の費用が発生し、法人設立後２年目である平成２５

年度以降、大きな赤字を生じている。 

また、第１期中期目標期間中に設置を予定していた、ＥＲ型の救命救急セ

ンターについては、救急専門医の確保が困難であったことから、設置するに

至っていないものの、院内のバックアップ体制の強化等により、２４時間３

６５日の救急患者受け入れを継続できている。 

 

以上のような事業全体の実施状況を勘案し、上記評価を決定したものであ

る。 

 

第２期中期目標期間においては、財務状況について、平成２５年度から平

成２７年度までの決算で、大幅な赤字を生じていることを厳粛に受け止め、

赤字の要因分析を進めるとともに、予算と決算に乖離があることについて

も、計画のあり方を含め検討を行い、更なる改善対策を確実に実行し、累積

欠損金の解消に努める必要がある。 

今後、「救急医療」、「高度・急性期医療」など、担うべき役割を果たして

いくことはもちろんのこと、収支改善に向けた効果的な取り組みを積極的に

行い、持続可能な経営基盤の確立に努めることを強く求める。 
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第１ 中期目標の期間 平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日まで 

大項目評価結果 

大項目 

年度評価結果 

中期目標 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

第２ 住民に対して提供するサービス

その他の業務の質の向上に関する目

標を達成するためとるべき措置 
Ｃ Ｃ Ａ Ａ 

Ａ 

中期目標を達成した。 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関

する目標を達成するためとるべき措

置 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 
Ｂ 

中期目標を概ね達成した。 

第４ 財務内容の改善に関する目標を

達成するためとるべき措置 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 
Ｃ 

中期目標を十分に達成できていない。 

第５ その他業務運営に関する重要事

項を達成するためとるべき措置 Ｂ Ａ Ｂ Ｃ 
Ｂ 

中期目標を概ね達成した。 

 

評価 評価基準 

Ｓ 中期目標を大幅に上回り、特に評価すべき達成状況にある。 

Ａ 中期目標を達成した。 

Ｂ 中期目標を概ね達成した。 

Ｃ 中期目標を十分に達成できていない。 

Ｄ 中期目標を大幅に下回っている。又は重大な改善すべき事項があった。 
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第２項 大項目評価 
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第２項 大項目評価 

大項目評価は、地方独立行政法人長崎市立病院機構 中期目標期間評価実施要領に規定する次の基準をもとに実施した。 

 

評価 評価基準 

Ｓ 中期目標を大幅に上回り、特に評価すべき達成状況にある。 

Ａ 中期目標を達成した。 

Ｂ 中期目標を概ね達成した。 

Ｃ 中期目標を十分に達成できていない。 

Ｄ 中期目標を大幅に下回っている。又は重大な改善すべき事項があった。 

 

なお、評価委員会では、法人の自己評価を検証し、その内容を総合的に判断して評価を行うこととした。 
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１ 「第２ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置」 

 評価結果 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 中期目標 判断理由 

評価結果 Ｃ Ｃ Ａ Ａ 

 
Ａ 

中期目標を達成

した。 

中期計画に掲げる目標を達成していることに加え、診療
機能向上に向けた取り組みが順調に行われていること
から、評価を「Ａ」とする。 

 

（特筆すべき取り組み） 

・入院支援センターの設立（平成 24年度）             ・ドクターヘリ受入開始（平成 26年度） 

・血管内治療センターの設置（平成 24年度）            ・女性外来（マーメイド外来）の開設（平成 26年度） 

・クレジットカードの対応開始（平成 24年度）           ・脳神経ホットラインの開設（平成 26年度） 

・救急外来を設置（専任医師 1名、専任看護師）（平成 25年度）    ・眼科の再開（平成 26年度） 

・救急専門医を２名確保（平成 25年度）              ・不整脈専門医師の採用（平成 27年度） 

・ハイブリッド手術室の整備（平成 25年度）            ・特定看護師を救急部に配置（平成 27年度） 

・化学療法の専任医師の配置、サイバーナイフの導入（平成 25年度） ・集中治療専門医師の採用（平成 27年度） 

・7対 1看護体制の確立（平成 25年度） 

 

（今後取り組むべき課題） 

・紹介患者であっても外来の待ち時間が長いケースがあるため、待ち時間短縮に関する取り組みも必要である。 

・救急専門医 2名が平成 27年度末で退職し、現在は院内のバックアップ体制で救急患者に対応しているが、今後、ＥＲ型の救

命救急センターの設置に向け、救急専門医の確保に努める必要がある。 

・患者ニーズを把握するために、アンケート内容などの更なる工夫を要する。 
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２ 「第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置」 

 

 評価結果 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 中期目標 判断理由 

評価結果 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

 
Ｂ 

中期目標を概ね

達成した。 

中期計画に掲げる目標を概ね達成しており、業務運営の
改善及び効率化の取り組みが行われていることから、評
価を「Ｂ」とする。 

 

（特筆すべき取り組み） 

・診療情報管理士の増員（平成 24年度） 

・DPC分析ソフトの導入（平成 24年度） 

・ジェネリック医薬品の切り替え促進（平成 24年度～平成 27年度） 

・薬剤や材料などの価格交渉の強化（平成 24年度～平成 27年度） 

・診療科別の損益計算書の作成及び理事会での検証（平成 26年度～平成 27年度） 

 

（今後取り組むべき課題） 

・診療報酬の算定事務の外注を取りやめ、職員において行うことによる対費用効果については、今後とも注意深く検証し、改

善に努めていく必要がある。 

・未収金の回収方法について、改修方法の検討を含め、更に努力する必要がある。 

・ＰＤＣＡサイクルを効果的に循環させ、事業の効率化をさらに進める必要がある。 

 

 

 

 

 

 



8 

 

３ 「第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置」 

 

 評価結果 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 中期目標 判断理由 

評価結果 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

 
Ｃ 

中期目標を十分

に達成できてい

ない。 

増収及び費用削減への取り組みは行われているものの、
三期連続の大幅な赤字となっており、中期計画に掲げる
目標が達成されていないことから評価を「Ｃ」とする。 
なお、持続可能な経営基盤の確立に向けて、取り組むこ
とを求める。 

 

（特筆すべき取り組み） 

               （平成 24年度） （平成 25年度） （平成 26年度） （平成 27年度） 

・医業収益の向上（市民病院）：  8,226百万円 ⇒ 8,473百万円 ⇒10,120百万円 ⇒ 11,899百万円 

・診療報酬算定率向上のためのプロジェクトチームの発足 

・紹介率向上のための医療機関訪問 

・在院日数短縮のためのクリティカルパスの適用率向上 

 

（今後取り組むべき課題） 

・赤字解消に向けて、先行投資部分と診療報酬制度の変化などの特殊要因の部分を仕分けして、しっかりと分析を行い、今まで

以上に積極的に増収対策や費用削減に取り組む必要がある。 

・予算と決算に乖離があることについても、計画のあり方を含め見直しを行い、累積欠損金の解消方法など、更なる改善対策を

確実に実行する必要がある。 

・持続可能な経営基盤の確立に向け、増収対策や費用削減の取り組みを確実に実行し、必ず成果をあげるように努めること。 
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４ 「第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置」 

 

 評価結果 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 
中期目標
（案） 

判断理由（案） 

評価結果 Ｂ Ａ Ｂ Ｃ 
Ｂ 

中期目標を概ね

達成した。 

駐車場棟建設において、スケジュールの遅れが生じている
ものの、診療機能部分である第Ⅰ期棟及び、第Ⅱ期棟は完
成しており、「新市立病院整備基本計画」に則り、概ね目標
を達成していること、また、ＥＲ型の救命救急センターの
設置はできなかったものの、24時間 365日救急患者を受け
入れる体制は整備されていることから評価を「Ｂ」とする。 

                                 

（特筆すべき取り組み） 

・新市立病院第Ⅰ期棟開院（平成 25年度） 

・新市立病院第Ⅱ期棟開院・成人病センターとの統合（平成 27年度） 

 

（今後取り組むべき課題） 

・駐車場棟については、ＰＦＩ事業者と連携し、平成 28年度中において、可能な限り早期の完成をめざす必要がある。 

・ＥＲ型の救命救急センター早期の設置に向け医師の確保に取り組む必要がある。 
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